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県職員を目指した理由

私は、高校２年生の時に東日本大
震災を経験しました。震災当時、故
郷の福島のために何もできなかった
自分にモヤモヤを抱えながら、迎え
た就職活動。福島でがんばっている
人たちと一緒に、私も福島での暮ら
しを守る仕事がしたいと考え、志望
しました。

福島でがんばる人を支え、応援できる仕事

県北地方振興局では、選挙に関する事務を主に担当しています。選挙に立
候補するための手続きを行ったり、選挙に関するお金の支出をしたりしてい
ます。選挙は、私たちの代表者を決める大切なものなので、公正を心がけ、
緊張感を持って取り組んでいます。このほか、庁舎管理として工事の発注を
したり、復興イベントの運営をしたり、色々な業務を行っています。

行政事務
県北地方振興局
企画商工部 市町村支援課
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#アウトドアレジャー

#料理修業中

#アカペラサークル

#お散歩 #選挙

・・・ INTERVIEW 好きなことを、福島のチカラに

Ｈ２８～ 農林水産部 農林総務課
Ｈ３０～ 福島県立医科大学 総務課

Ｒ３～ 県北地方振興局
企画商工部 市町村支援課

［職歴］

福島県の豊かな自然を活かしたア
ウトドアレジャーが大好きです！伊
達市のコテージを貸し切ってバーベ
キューをしたり、冬にはスキー場に
行ったり満喫しています。

お休みの日に、よく夫とドライブし
ながら道の駅に行きます。旬の野菜や
話題の地元産調味料など試しながら、
料理を作ることにハマっています。



福島県職員として実現したいこと、目標としていること

福島県が抱える課題は、「震災からの復
興」だけではありません。それぞれの分野
で抱える課題を直接見て、感じて、考える。
いつでも、行政の立場から自分にできるこ
とを模索し、頑張れる職員になりたいです。
また、仕事は１人ではできず、チームで行
うことが重要だと日々感じています。仕事
に誠実に向き合い、コミュニケーションを
大切にし、信頼される職員になりたいです。

受験者へメッセージ

県民の皆様の暮らしを守り、笑顔を支えることができるのは、県職員な
らではの大きなやりがいだと思います。地域のために「何か」したいと感
じている方が、県職員を目指してくれたらとても嬉しいです。

とある一日のスケジュール

（令和６年３月現在）
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・・・ INTERVIEW 好きなことを、福島のチカラに

8:30 メールチェック

8:45 部内全体打合せ

9:30
選挙収支報告書の受領
・審査

10:30 庁舎修繕の発注準備

12:00 昼休み

13:00 移動

13:30 復興イベント打合せ

15:00
帰庁
打合せ記録の作成

17:00 メールチェック

17:15 終業

今までの県職員の業務の中で、印象に残った経験

現在担当している、復興イベントの実
施業務です。私は今まで、総務や経理の
業務を担当することが多く、イベント運
営は初めての経験です。イベントの趣旨
をどう伝えるか、どう参加者を集めるか、
そして協力してくれる皆さんの「思い」
を、限られた時間・予算の中で実現する
ため、先輩職員のアドバイスをもらいな
がら、日々試行錯誤しています。
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↑復興イベントの打合せ


